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は じ め に

磁気共鳴画像 ma拷neticresonanceimagim琵 (MRI)

は極端に守備範囲の広い画像法である,構造画像から磯

能画像 までその目的に応 じて多彩な方法論を提供する.

このシンポジウムでは臨床の場で 鮎す ぐに応用の効 く新

しい親機画像を概説する.

BOLD 機 能 画像

機能局在を対象にした磁気却 亀機能画像の代寮は BOLDl

効果を利用 した脳賦活実験 brainactivationstudyで

あるi)2).磁気瀬 島機能画像の代名詞ともなっている.弧 D

効果とは還元ヘモグロビン deoxyhemo盛obin(deoxy-Hb)

の持つ磁化率効果 ma卯eticsuscep鵬ilityにより MRi

の倍号強度が影響を受けることで, この性質を利用 して

局所酸素消費の変化を画像として捉えることができる.

機能検索に適 した課題 もaskを与えヲその試行前後に撮

られ た 磁気率効果に敏感な画像の輝度を比較することに

より与えられた課題と有為の相関を示す deoxy-Hb濃

度変化を追跡する.そこから,対象とした赦能の局在を

得ることとなる.BOLD効果による機能画像は deoxy-Hb

という内因性の造影剤を利用 した脳駅活実験であると捉

えれば分か り易い (図 1).

T'2Rel-erLWd高 分解 画像

より高い解剖学的分解能を誇る画像を得ることは,臨

床画像の基本要素である,高い磁場強度に支えられた高

い S/N を基に病態変化をより反映す る T2コン トラ

ス ト 拝astspinecho法)で撮像 された画像を反転 し

window 幅を広げてより多 (の情報を得 られるように

工表 した ものが T2reversedimagingによる高分解画

lBloodOxygenLevelDependentの暗.

像である (図 2),

3DA(｢軸 索 画像

脳神経組織におけるみかけの拡散には不等方性が存在

し,その方向が軸索の克行方向と一致することから,香

等方性拡散の解析による軸索の走行解析が可能となる.

正確な不等方性拡散 anisotr｡picdiffusionの解析には

拡散テンソル diffusiontensorの扱 いが必要となる.

不等方成分の方向情報だげを最小の画像処理で拡散テソ

ゾルから取 り出す algorithm が三次元不等方性 コン ト

ラストthrecdimensionalanisotropycontrast(3DAC)

法であり,拡散テンソルの数学的処理を画像上で行 うこ

とにより高画質の軸索画像 axomo留raphyを得ること

がで きる3)4). これが軸索画像である (図 2).力ラ一

コン トラス トによる高度の解剖学的解像度を実現 した画

像法として重要な手法とされる▲

EPISTAlモ脳循環画像

外 因性 の薬物投 与 な しに脳循環 cerebralblood

恥W (CBF)を定量的に捉える画像法は血管障害などに

おける病態生理解析にも役立つ方法論 として注目されて

いる.一般的に arterialspir包taggingと呼ばれる多 く

の方法論が存在す るがその代豪例が EP王STAR (echo

plこlnこu･imLlgillgLl【1dsignこ11I;-u-FetingwithこlllernLllillg

radiofrequency)法5)である (図 3).

お わ リ に

21世紀は脳の世紀と呼ばれる. こころを司る脳の機能

が解明されるとの期待を込めた呼称である. 日々の臨床

における MRⅠの重要性は改めて語 る必要 もな く,磁

棟能解明に向けて果たすべき役割にも限 りがない. この

シソポジウムで示 した方法論は限 りない M訳王の技術

の一部である.
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図 1 子の開閉運動にともなう BOu)駿催画像

正常 ボブノテ (了が右手 左手.両手のLm朗運動を17った時の枚鮭也像 統計

学的に有為 (p<0001) の deoxy-HhJ為所変化を示すピクセルがカラー表示 さ
九ている.

図 2 T2R 高分析画像 (左)と3DAC 軸架虚像 (右)

3r)AC は方向性を持った水分7-の敬細道助を可艶化する両像法であり.脈突

背内では軸索のみが両愈化さ入る ここで示 した斬吊虎fy右右に走る軸索は赤

(R). L下に走ろ牡索は背 くB),斬F?面を片く))向に起る軸索は緑 (G)を早

し.その他の軸索は RGBの直交軸で示される三次元確聞でのJt行方向 (ド.G,B)

に従った中間色を星する
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図 3 EPISTAR 法

画像断層面 Hmageplane)の スピンが画像に影響を与えないように準備 した

状態で (inl)lanesaturati()∩)流入する血液の スピンを反転 Lた場合とLない場

合の画像を得る,その差を取 ることにより, スピンを反転 させた時から撮像時ま

での時間 (in-f一ow time)の問に断層面に流入Lた血液の流に応 じた画像が得 ら

れる.inJl()w timeを変化 させることによって,血流の時間経過を追 うことも

可能である,
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